
ＪＲ東海労新幹線関西地方本部２０１０年

http://www.jrcuーkansai.com１１月１０日

発行責任者 小林 國博 編集責任者 山下 博第５４４号

１１月３日、ＪＲ東海労新幹線関西地本は茨木福祉文化会館において、福山さん、松永さん

の御勇退激励会を開催しました。当日は、組合員、家族、ＯＢなど苦楽を共にした多くの仲

間の参加によってご御勇退を盛大にお祝いしました。

激励会は、修繕車両所分会と交番検査車両所分会の仲間の皆さんによって工夫をこらした

手づくりで、盛り上げていただき、両先輩の長年にわたる労をねぎらうと共に、新たな人生

のスタートとしておおいに盛り上がりました。

福山さんは、１０月から交番検査車両所の新幹線エンジニアリグでの勤務となりました。

松永さんは、１１月から職場ではじめての構内操縦運転の専任社員として修繕車両所での

勤務となりました。

今職場では、先輩方がつくってきた労働条件や労働環境が 「一方的なルール」によって、

働きにくい職場状況となってきています。ささいなミスなどをすると、ルールに従わない者

が悪いと業務から外され、長時間の事情聴取、反省レポートの提出強要など、管理者からの

追及で精神的に不安が増大し、精神疾患になる社員が多く生み出されています。

私たちは、これからも先輩方と共に労働者魂と仲間との絆を大切にして闘っていかなけれ

ばなりません。

福山さん、松永さん、これからも後輩に対するご指導をよろしくお願いします。


